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合格に必要な知識もテキストにまとめられています。
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合格を勝ち取るためには、肢別の論点別過
去問をしっかりコツコツとやっていくことが、何
より大切だと思います。 過去問論点は、他の
受験生も正解して正答率が高くなるので、そ
こを落としていたのでは、合格はできません。
また、今年の試験の場合は、個数問題が多
かったのですが、問題をよく見ると過去問論
点が中心だったので、過去問論点をきちんと
押さえていれば正解することができたと思い
ます。通常、個数問題は正答率が下がるの
で、ここで得点を稼ぐことができれば、他の受
験生と差をつけることもできると思います。 忘
れては覚えることの繰り返しだと思うのです
が（笑）、過去問論点をしっかりやっていくと、
合格が見えてくると思います。それと、制度主
旨、理由付けをしっかりと理解しながら進める
ことも大切です。制度主旨と理由付けをきち
んと理解していれば、もし答えを忘れても、正
解を導くことができますし、派生論点など知ら
ない問題が出題されても、答えを出しやすくな
ります。 

過去問対策について
私の学習法

肢別の論点別過去問をしっかりコツコツと
やっていくことが、何より大切。

小泉予備校 一発合格者

さん山下 麻樹

一発合格者
INTERVIEW

小泉テキストに載っていることだけをやれば合格できます。
反対に、それ以上は手を出さないほうがよい。
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過去問論点は、他の受験生も正解して
正答率が高くなる！

肢別の論点別過去問をしっかりと
マスターしておくこと！

INTERVIEW  小泉予備校 １発合格者に聞く！

小泉予備校
１発合格者

File 2

本試験 「時間との戦い」

実践的練習
が必要

５肢択一の中で
少ない肢だけを検討して
正確な答えをだす。

答練


